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KazuyaKOBAYASHI:Macrostomidae(Platyhelminthes,Macrostomida)廿omJapan:Descriptionoftwo
speciesofMcJc"os加加""and〃α肋"〃αlivinginseawater.
扁形動物門渦虫綱に属する多食目(Macrostomida)はマクロストマム科(Macrostomidae)、ドリ
コマクロストマム科(Dolichomacrostomidae)そして、ミクロストマム科(Microstomidae)の3科から
なる。一般的にいわゆるマクロストマム類というのはマクロストマム科の種を指している。マクロス
トマムは淡水、汽水、海水に棲息し、世界的には100種以上の種が同定されている。ヨーロッパ産海
水棲マクロストマム肋c7osmm"碗ノjg"α"oは、プラナリアのもつ再生能力に加えて、圧倒的に少ない
細胞数（約2万5千個）、圧倒的に短いライフサイクル（約20日間）という特徴を持っている
(Ladumeretal.,2005)。これらの特徴は、プラナリアでは困難であった生体顕微操作や遺伝学の確
立を許し、Mノ卿α"oは新たなモデル動物として期待されている。一方、日本では、淡水棲マクロス
トマムの記載が6種ほど報告あるのみで、海水棲マクロストマムの種記載は未だ為されていない。本
研究では、ナチュラルヒストリー的な観点からも、日本からモデル動物となり得る海水棲マクロスト
マムを記載することを目的とした。
海水棲マクロストマムは、間隙動物(Interstitialorganisms)であり、海砂や泥の粒子の隙間に生息
している。間隙動物の調査には、彼らを海砂や泥からどのように取り出すかが重要であり、動物種に
応じて方法が異なる(Ax,1966;Anderson&Black,1980;伊藤立則1985)。甲殼類や線虫のように体
表がキチン質で覆われている場合は、メッシュで直接、海砂や泥を濾すなどして採集できるが、扁形
動物のように体が柔らかく傷つきやすい場合は工夫が必要である。そこで、本研究では、峯岸が改良
した海水氷法を採用した（峯岸，1988）。日本各地からサンプリングした海砂や泥を海水氷法で処理
し、得られた間隙動物の中にマクロストマムが含まれているかどうかを調査した。
【方法】
1）海砂・泥の採取
海砂・泥の採取は、Table.1の4カ所12地点で行なった。一般に、海水棲マクロストマムは汽水や
泥地を好むものが多いことが知られていたので、採取地としてなるべく河口付近や干潮時の泥地を選
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